
身近な安全を守るひと

　朝7時20分。澄んだ空気の中、海
田町立小中学校の支援ボランティ
ア（登下校指導）の人たちが、それぞ
れの持ち場に立ち始めます。海田小
学校の東門や正門、正門向かいの
道路、そして学校近くの交差点へ。
　「地域の子どもは地域で守る」と
いうスローガンのもと、10～20年ほ
ど続く登下校時の見守り活動は、
一人ひとりの「やってみよう」という

思いから始まっています。孫の通学
がきっかけの人、自宅のすぐ前が小
学校という人、まちのあいさつ運動
の流れで続けている人。民生委員
として何かできないかと考えた人も
います。スタート地点は違っても、こ
どもたちを大切に思う気持ちは同
じ。毎朝、通学路を歩く様子を見な
がら声をかけ、車に気を配りながら
安全に導き、正門では「おはようご
ざいます」とあいさつで迎える。そん
な何気ない風景の中、小さな命が
守られています。

何気ない朝の風景の中
温かいまなざしで命を守る

海田小学校近くの横断歩道。青信号の
時間が短いことから、「青止まれ」という
独自のルールがあるそうです。

小学校へと向かう、朝の通学路。
まだ眠たそうなこどもたちが
ランドセルを背負いながら歩くそばで
地域のボランティアの皆さんが立ち、
無事に登校する様子を見守っています。
「おはようございます」の声に、
元気に返す子や、おじぎをする子。
一人ひとりを優しく迎える立ち姿が、
身近な安全を支えています。
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　毎日早起きして同じ場所に立ち
続けることは、簡単なことではあり
ません。暑い日も、冷たい雨の日も、
雪が舞う日だってあります。それで
もボランティアの皆さんは、「こども
たちから元気をもらっています」と
笑顔です。「1年生の時、泣きながら
登校していた子が大人になり、今
度はその子のこどもが通学するよ
うになって。成長が見られるのもう
れしいですね」と話す人も。日々の
交流の中で、こどもたちの安心と信
頼が育まれています。
　年に一度、小学校で開かれる
「感謝の会」では、ボランティアの皆
さんに「いつもありがとうございま
す」と心のこもった手紙や歌が贈ら

れます。参加した皆さんは「続けて
きてよかったと思えるし、大きな励み
になっています」と口々に話します。
　今日もまた、心通うあいさつの声
が小学校の周りに響き、一日の始
まりを明るく照らします。

見守りから始まる交流が
明日への元気につながる

横断歩道にたなびく、安全を守る黄色い旗。

記されているのは「ありがとう」の言葉。

今号から「広報かいた」がリニューアルし、新しく生まれ変わ
りました。より読みやすく、より身近に感じていただける紙面を
めざして工夫を重ねていますが、いかがでしたか？
「ここがよかった」「こんな記事を読んでみたい」「もう
少しこうしてほしい」など、どんな小さな声でも大歓迎です。
右の二次元コードから、どなたでも気軽に投稿できます。いただいた

ご意見は、これからの紙面づくりに大切に生かしていきます。皆さんか
らのお便りを、心よりお待ちしています。

リニューアル号を読んだ感想を聞かせてください！
Ba

to
n 

K
A

IT
A

’s

問かいたブランド課（役場3階）
☎823-9212 FAX 823-9203

brand@town.kaita.lg.jp
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